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１．経営成績・財政状態に関する分析

(1）経営成績に関する分析

①当期の経営成績

 当連結会計年度におけるわが国経済は、政府による金融・経済政策により円安・株高が進行し、個人消費の伸長

や企業収益の改善が見られるなど回復基調で推移いたしました。一方、円安による輸入原材料の上昇、消費税増税

後の消費マインド減退への懸念、中国など新興国の経済成長の減速など先行きには不透明感が残りました。

 このような状況のもと、半導体・液晶関連事業（当社等）におきましては、スマートフォン・タブレット端末の

需要好調による設備投資が堅調に推移し、既存顧客及び新規顧客への積極的な営業活動を展開、受注獲得により、

売上高は堅調に推移いたしました。

 研究機関・大学関連事業（ＩＤＸ）におきましては、研究機関向けの加速器用電源及び医療機関向けの粒子線が

ん治療装置用電源の出荷など、堅調に推移いたしました。

 この結果、当社グループの当連結会計年度における業績は、売上高は5,347,419千円（前年同期比42.9％増

加）、営業利益は355,621千円（前年同期は営業損失159,216千円）、経常利益は399,637千円（前年同期は経常損

失129,936千円）、当期純利益は249,764千円（前年同期は当期純損失89,100千円）となりました。

 当連結会計年度の業績は、次のとおりであります。

項目

 前連結会計年度
（自 平成24年９月１日
至 平成25年８月31日）

 当連結会計年度
（自 平成25年９月１日
至 平成26年８月31日）

 金額（千円） 前年同期比（％）  金額（千円） 前年同期比（％）

売上高 3,741,972 △17.1 5,347,419 42.9

売上総利益 1,041,092 △20.9 1,707,380 64.0

営業利益又は営業損失（△） △159,216 ― 355,621 ―

経常利益又は経常損失（△） △129,936 ― 399,637 ―

当期純利益又は当期純損失（△） △89,100 ― 249,764 ―

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

 半導体・液晶関連事業（当社等）におきましては、スマートフォン・タブレット端末の需要好調による設備投

資が活発に行われたことにより、売上高は3,638,879千円（前年同期比66.2％増加）、営業利益は293,369千円

（前年同期は営業損失246,396千円）となりました。

 研究機関・大学関連事業（ＩＤＸ）におきましては、研究機関及び医療機関向けの電源出荷により、売上高は

1,708,540千円（前年同期比10.1％増加）、営業利益は60,767千円（前年同期比25.8％減少）となりました。

 また、研究機関・大学関連事業（ＩＤＸ）において、主な事業分野である加速器及び粒子線がん治療装置の需

要は、今後も堅調に推移すると見込まれるため、生産能力拡大を目的として、平成26年５月に土地建物を取得し

ております。
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項目

前連結会計年度
（自 平成24年９月１日
 至 平成25年８月31日）

当連結会計年度
（自 平成25年９月１日
 至 平成26年８月31日）

売上高 営業利益 売上高 営業利益

金額 
（千円）

金額 
（千円）

金額 
（千円）

金額 
（千円）

半導体・液晶関連事業（当社等） 2,189,676 △246,396 3,638,879 293,369

研究機関・大学関連事業（ＩＤＸ） 1,552,295 81,918 1,708,540 60,767

合計 3,741,972 △164,478 5,347,419 354,136

注１．売上高は、各セグメントの外部顧客に対する売上高を表しております。

 ２．営業利益は、各セグメントの営業利益又は営業損失（△）を表しております。

（注）文中表記について

（当社等）

 当社、Adtec Technology,Inc.、Adtec Europe Limited、Phuc Son Technology Co.,Ltd.、

Hana Technology Co.,Ltd.、愛笛科技有限公司を表しております。

（ＩＤＸ）

 株式会社ＩＤＸを表しております。

②次期の見通し

 今後の見通しにつきましては、政府の経済政策による企業収益の改善などにより、景気は緩やかな回復基調で推

移するものと予想されますが、消費税増税後の景気動向、円安による輸入原材料の上昇、新興国の経済成長鈍化な

ど、先行きの不透明感が懸念されます。

 半導体・液晶関連事業（当社等）におきましては、スマートフォンやタブレット端末の需要は堅調に推移するも

のと見込んでおり、海外生産体制（ベトナム・韓国）を強化し、納期・コストの対応を進めてまいります。また、

海外販売体制（台湾）を整備し、メンテナンス及び技術サポートを充実し、市場開拓を進めてまいります。

 新製品の開発といたしましては、リモートプラズマ装置の顧客評価を進め、製品化への準備を進めるとともに、

今後の受注獲得に向けての活動を展開してまいります。 

 研究機関・大学関連事業（ＩＤＸ）におきましては、医療機関における粒子線がん治療装置用電源の需要は、引

き続き堅調に推移するものと見込んでおり、設計・生産体制を整備するとともに、コスト削減に努めてまいりま

す。 
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(2）財政状態に関する分析

①資産、負債及び純資産の状況

 当連結会計年度末の資産合計は6,132,478千円であり、前連結会計年度末と比較して1,744,275千円増加しておりま

す。

 これは、現金及び預金の増加（573,753千円）、建設仮勘定の増加（383,240千円）等によるものであります。

 当連結会計年度末の負債合計は3,604,807千円であり、前連結会計年度末と比較して1,481,965千円増加しておりま

す。

 これは、短期借入金の増加（150,000千円）、長期借入金の増加（1,064,738千円）等によるものであります。な

お、当連結会計年度末における有利子負債残高は2,972,812千円であります。

 当連結会計年度末の純資産合計は2,527,671千円であり、前連結会計年度末と比較して262,309千円増加しておりま

す。

 これは、利益剰余金の増加（241,180千円）等によるものであります。

②キャッシュ・フローの状況

 当連結会計年度における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、短期借入金の純増加額、

長期借入れによる収入及び有形固定資産の取得による支出等により、前連結会計年度末と比較して590,153千円増加

し、当連結会計年度末は1,400,616千円となりました。

 当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動の結果獲得した資金は、143,920千円（前連結会計年度は59千円の獲得）となりました。

 これは、税金等調整前当期純利益395,032千円及び減価償却費99,071千円等の資金増加要因、売上債権の増加額

72,094千円及びたな卸資産の増加額361,908千円等の資金減少要因によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動の結果使用した資金は、772,018千円（前連結会計年度は65,099千円の使用）となりました。

 これは、定期預金の純減少額20,400千円の資金増加要因、有形固定資産の取得による支出776,649千円及び無形固

定資産の取得による支出18,111千円等の資金減少要因によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動の結果獲得した資金は、1,193,215千円（前連結会計年度は154,250千円の獲得）となりました。

 これは、短期借入金の純増加額150,000千円及び長期借入れによる収入1,670,000千円の資金増加要因、長期借入金

の返済による支出616,462千円等の資金減少要因によるものであります。

【キャッシュ・フローの指標トレンド】

  平成23年８月期 平成24年８月期 平成25年８月期 平成26年８月期

自己資本比率（％） 40.9 49.7 49.1 39.2

時価ベースの自己資本比率（％） 31.8 20.5 26.2 377.4

債務償還年数（年） ― 1.5 29,908.8 20.7

インタレスト・カバレッジ・レシオ ― 36.5 0.0 5.9

注１．各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算定しております。

自己資本比率           ： 自己資本 ／ 総資産

時価ベースの自己資本比率     ： 株式時価総額 ／ 総資産

債務償還年数           ： 有利子負債 ／ 営業活動によるキャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ ： 営業活動によるキャッシュ・フロー ／ 利払い

２．平成23年８月期の債務償還年数及びインタレスト・カバレッジ・レシオは、営業活動によるキャッシュ・フロー

がマイナスであるため記載しておりません。
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(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

 当社は、株主に対する利益還元を経営上の重要課題の一つとして認識しております。安定的な経営基盤の確保と株

主資本利益率の向上に配慮しつつ、配当につきましては、業績に応じて行うことを基本方針としております。

 内部留保資金につきましては、今後の財務体質の強化及び市場ニーズに応える製品開発等、積極的に投資し、業況

の拡大に努めてまいる所存であります。

 平成26年８月期の期末配当金につきましては、１株につき10円を予定しております。中間配当金は、１株につき10

円実施させて頂いておりますので、年間配当金は、１株につき20円となります。

 平成27年８月期の配当の予想につきましては、現時点では40円（うち、中間配当にて20円）を計画しております。

 

(4）事業等のリスク

① 半導体・液晶市場の変動による影響について

 当社の主力製品がターゲットとする市場は、主に半導体及び液晶関連分野となっており、これらの業界動向

に大きく影響を受け、当社の業績は変動しております。 

 この業界動向の変動は、シリコンサイクル及びクリスタルサイクルと呼ばれ、半導体・液晶業界において観

察される需給バランスの変動による景気サイクルであり、ほぼ数年間隔で起こる好不況の変動であります。今

後も、これらの業界動向は、当社の業績に影響を与える場合があります。 

 これらの半導体・液晶業界の景気サイクルに加え、半導体・液晶の製造プロセスの変化や、技術革新等によ

る当社製品の陳腐化に伴う経営リスクに対しては、積極的な研究開発活動により対処してまいりました。今後

におきましても、これまで以上の取組みにより、顧客ニーズに沿った製品づくりに努める所存でありますが、

これら半導体・液晶の製造プロセスの変化や技術革新等のスピードに対応できない場合には、当社の業績に影

響を与える場合があります。

② 競合による影響について

 当社が主に取り扱うプラズマ用高周波電源及びマッチングユニット事業におきましては、複数の競合他社が

あります。当社では製品の高性能化及び修理・メンテナンス業務の充実等により競合他社との差別化を図って

おります。 

 しかしながら、当社が想定する以上の画期的な技術革新による新製品が競合他社により販売された場合、も

しくは修理・メンテナンス業務の充実等を競合他社が拡充した場合等には、競合状況が激化し受注競争を通じ

た販売価格の下落等により当社の業績に影響を与える可能性があります。

③ 売上高（販売先の地域区分）の海外依存度による影響について

 平成25年８月期における海外への割合は合計で24.8％、平成26年８月期においても26.6％を占めておりま

す。したがって、当社グループの業績は、欧米及び中国を中心とする海外の経済情勢及び市場動向により影響

を受ける可能性があります。

④ 為替変動の影響について

 当社グループの連結売上高に占める海外売上高の割合は、「③ 売上高（販売先の地域区分）の海外依存度

による影響について」に記載のとおりであります。また、海外からの仕入も行っていることから外貨建金銭債

権債務を保有しており、当社の業績は為替相場の変動により影響を受ける可能性があります。
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⑤ 海外展開について

 半導体・液晶業界におきましては、「北米市場」、「欧州市場」、「アジア市場」が主要３市場であり、当

社の今後の業績進展には、国内のみならず、海外での事業展開が不可欠と考えております。このため当社は、

当該市場における販売・サービス拠点として平成８年８月に米国にAdtec Technology,Inc. 、平成12年８月に

英国にAdtec Europe Limited、平成23年５月にベトナムにPhuc Son Technology Co.,Ltd.及び韓国にHana 

Technology Co.,Ltd. 、平成26年８月に台湾に愛笛科技有限公司をそれぞれ設立いたしました。また、韓国、

台湾、シンガポールの企業３社と販売代理店契約を締結しており、主要３市場に対応する営業体制を整えてお

ります。 

 また、今後につきましても、成長が見込める海外市場に対する進出の検討を進めております。 

 これらの海外展開に伴い、現地における営業・サービスに携わる優秀な人材の確保が困難となり、あるいは

それら人材が流出する等により事業展開が滞る事態が発生した場合、または、管理・事務上の問題が発生した

場合等には、当社製品をタイムリーに市場に供給できなくなり、当社の投下資本、運転資金の回収が困難にな

る等当社の業績に影響を与える可能性があります。

⑥ 知的所有権について

 当社では、研究開発活動に係る特許やその他知的所有権を確保することは、事業遂行上、重要なことと考え

ております。 

 これまで当社は、知的所有権に関して他社の知的所有権を侵害したとして、損害賠償や使用差止の請求を受

けたことはありません。しかしながら、今後、当社の事業分野における第三者の特許権等が成立し登録された

場合、もしくは当社が認識していない特許等が成立している場合等、当該第三者から損害賠償または使用差止

等の請求や当該特許等に関する対価の支払い等が発生した場合は、当社の業績に影響を与える可能性がありま

す。

⑦ 組織体制等について

 当社は、取締役９名及び従業員124名（平成26年８月31日現在）の組織規模であり、内部管理体制も実情に

応じたものとなっております。今後の事業拡大と業務量の拡大に備え、従業員の育成、人員の増強及び内部管

理体制の一層の充実を図る方針でありますが、人材の維持・確保及び内部管理体制の充実が円滑に進まなかっ

た場合には、適切な組織的対応ができず、当社の業務効率や事業拡大に支障をきたす可能性があります。 

 また、代表取締役社長藤井修逸は、経営戦略策定、研究開発活動、営業活動など広範囲にわたり当社の事業

活動の根幹を支えており、当社の事業展開は同氏に大きく依存しております。したがって、同氏の当社におけ

る業務遂行が何らかの理由により困難となった場合、当社の事業展開や業績などに影響を与える可能性があり

ます。

⑧ 事業展開について

 当社は、プラズマ用高周波電源を中心に半導体・液晶製造装置関連機器の製造・販売によって事業の拡大を

図ってまいりましたが、今後は、これまで培ってきたプラズマ技術をベースに、さらに幅広い分野で活用でき

る新製品の開発を積極的に行なっていく方針であります。 

 新製品の開発にあたっては、その性質上、予測とは異なる状況の発生等により計画どおりに事業が展開でき

ず当社全体の業績に影響を与える可能性があります。また、現時点において当該事業が当社の業績に与える影

響を的確に予測することは不可能であり、投資コストを回収できない可能性があります。
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２．企業集団の状況

 当社グループは、当社及び子会社６社により構成されております。

 事業内容を報告セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 主要内容 会社名

半導体・液晶関連事業

半導体・液晶基板製造工程において使

用される製造装置に搭載するプラズマ

用高周波電源、マッチングユニット及

び計測器等の設計、製造、販売及び技

術サービスの提供

株式会社アドテック プラズマ テクノロジー

（当社）

Adtec Technology,Inc.

Adtec Europe Limited

Phuc Son Technology Co.,Ltd.

Hana Technology Co.,Ltd.

愛笛科技有限公司

研究機関・大学関連事業

研究機関・大学で行われる医療・環境

及び物質科学関連の研究開発において

使用される医療・環境関連装置や太陽

光発電機製造装置などに搭載する直流

電源、パルス電源、マイクロ波電源、

超電導電磁石（コイル）用電源等の設

計、製造、販売及び技術サービスの提

供

株式会社ＩＤＸ

事業系統図

当社グループの事業の系統図は次のとおりであります。
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３．経営方針

(1）会社の経営の基本方針

 当社の経営の基本方針は、社是として『信頼』、すなわち「すべてのことが信頼を築くものでなければならな

い。」を社員の行動の心構えとし、その達成のために、「Ｑｕａｌｉｔｙ（高品質）」、「Ｕｎｉｑｕｅ（ユニー

ク）」、「Ｉｎｎｏｖａｔｉｖｅ（革新）」、「Ｃｒｅａｔｉｖｅ（創造）」、 

「Ｋｉｎｄ ｔｏ ｔｈｅ Ｅａｒｔｈ（地球に優しく）」を経営理念として掲げております。

 この理念は、それぞれの頭文字をとり、当社内ではスローガンとして「Ｑ・Ｕ・Ｉ・Ｃ・Ｋ」と称し、『世界に通

じる技術、営業、経営を目指したい』『プラズマ用高周波電源、計測器、プラズマソースで世界一を目指したい』と

の考えを実現するため、常に最先端の技術を磨き、電子技術を通じて、真にユーザーニーズに応える製品作りで、社

会の発展に貢献したいと考えております。

(2）目標とする経営指標

 当社は、企業価値の向上と財務体質の強化を目的とし、売上高及び経常利益の成長を第一の目標としております。

従来より重視してきた売上高経常利益率に加え、株主への利益還元の余力を示す１株当たり当期純利益（ＥＰＳ）を

意識し、株主資本の効率的運用による高い投資効率の経営を進めていく方針であります。

(3）中長期的な会社の経営戦略

 当社は、信頼性の高いプラズマ用高周波電源、マッチングユニット及び計測器等の提供を通じて、プラズマ用高周

波電源関連製品のトータルサービスとトータルソリューションを目指しております。

 また、産学官連携を中心として「プラズマ」技術の基礎研究及び応用研究体制を整備し、半導体製造装置分野のみ

ならず、新素材・環境等の他分野への応用を進め、新しい価値と高い品質の製品の早期供給を目指していく方針であ

ります。

 この経営戦略の具体化のため、組織体制の整備、製品開発力の強化、優秀な人材の確保及び社員の教育・訓練の強

化等、当社の将来につながる施策を実施、充実させていく所存であります。

(4）会社の対処すべき課題

 当社グループでは、ウエハー及び液晶ガラス基板の大型化対応ラインや微細化プロセス等次世代装置への標準搭載

に向け、業界動向及び顧客ニーズに適応する製品開発に取組み、米国を中心として世界規模での営業活動を展開して

いく所存であります。

 また、品質及びコストの両面において、顧客からの厳しい要請が予想され、より一層の品質管理システムの向上に

取組むとともに、製造工程の見直し及びサプライチェーンの徹底により、コスト削減を具体化していく方針でありま

す。

 さらに、これまでの半導体製造装置向け製品に加え、新素材、環境等の新しい分野で活用される製品の具現化のた

め、人材・設備の充実を図り、応用研究を加速させ、新製品の早期供給に全力で取組んでいく所存であります。
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４．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成25年８月31日) 
当連結会計年度 

(平成26年８月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 970,463 1,544,216 

受取手形及び売掛金 866,196 942,618 

製品 420,702 492,123 

仕掛品 556,856 702,822 

原材料及び貯蔵品 681,252 801,429 

前払費用 33,231 39,628 

繰延税金資産 81,297 68,650 

未収入金 25,330 88,252 

その他 8,669 19,539 

貸倒引当金 △912 － 

流動資産合計 3,643,087 4,699,282 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 1,089,412 1,079,650 

減価償却累計額 △662,076 △692,425 

建物及び構築物（純額） 427,336 387,225 

車両運搬具 20,443 36,585 

減価償却累計額 △16,791 △19,125 

車両運搬具（純額） 3,651 17,459 

工具、器具及び備品 652,740 715,370 

減価償却累計額 △527,002 △568,589 

工具、器具及び備品（純額） 125,737 146,781 

土地 65,926 363,670 

建設仮勘定 － 383,240 

有形固定資産合計 622,652 1,298,376 

無形固定資産 40,308 44,557 

投資その他の資産    

投資有価証券 30,707 39,078 

繰延税金資産 1,445 2,624 

その他 66,399 64,274 

貸倒引当金 △16,398 △15,715 

投資その他の資産合計 82,154 90,262 

固定資産合計 745,115 1,433,196 

資産合計 4,388,202 6,132,478 
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    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成25年８月31日) 
当連結会計年度 

(平成26年８月31日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 100,299 144,828 

短期借入金 850,000 1,000,000 

1年内返済予定の長期借入金 439,160 427,960 

未払金 73,115 185,613 

未払費用 42,203 56,713 

リース債務 1,718 1,381 

未払法人税等 6,925 121,641 

その他 37,901 38,298 

流動負債合計 1,551,323 1,976,436 

固定負債    

社債 50,000 50,000 

長期借入金 426,777 1,491,515 

リース債務 3,332 1,956 

繰延税金負債 12,243 12,622 

退職給付に係る負債 － 1,415 

資産除去債務 72,109 63,606 

その他 7,056 7,255 

固定負債合計 571,517 1,628,370 

負債合計 2,122,841 3,604,807 

純資産の部    

株主資本    

資本金 835,598 835,598 

資本剰余金 908,160 908,160 

利益剰余金 489,877 731,058 

自己株式 △384 △384 

株主資本合計 2,233,251 2,474,432 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,516 6,945 

為替換算調整勘定 △80,028 △75,659 

その他の包括利益累計額合計 △78,512 △68,714 

少数株主持分 110,621 121,953 

純資産合計 2,265,361 2,527,671 

負債純資産合計 4,388,202 6,132,478 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成24年９月１日 
 至 平成25年８月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年９月１日 
 至 平成26年８月31日) 

売上高 3,741,972 5,347,419 

売上原価 2,700,879 3,640,039 

売上総利益 1,041,092 1,707,380 

販売費及び一般管理費 1,200,309 1,351,759 

営業利益又は営業損失（△） △159,216 355,621 

営業外収益    

受取利息 1,306 1,433 

受取配当金 320 370 

為替差益 34,965 18,783 

デリバティブ評価益 21 － 

受取手数料 32,752 41,988 

補助金収入 745 1 

受取家賃 9,678 10,158 

その他 7,383 14,606 

営業外収益合計 87,172 87,341 

営業外費用    

支払利息 21,767 24,527 

たな卸資産廃棄損 31,104 14,409 

社債発行費 1,330 － 

その他 3,690 4,387 

営業外費用合計 57,893 43,324 

経常利益又は経常損失（△） △129,936 399,637 

特別利益    

固定資産売却益 156 50 

資産除去債務戻入益 － 4,846 

特別利益合計 156 4,896 

特別損失    

固定資産売却損 48 548 

固定資産除却損 840 8,953 

特別損失合計 889 9,501 

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損

失（△） 
△130,669 395,032 

法人税、住民税及び事業税 12,443 124,066 

過年度法人税等戻入額 △11,029 － 

法人税等調整額 △69,122 9,868 

法人税等合計 △67,708 133,935 

少数株主損益調整前当期純利益又は少数株主損益調

整前当期純損失（△） 
△62,961 261,096 

少数株主利益 26,139 11,332 

当期純利益又は当期純損失（△） △89,100 249,764 
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（連結包括利益計算書）

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(自 平成24年９月１日 
 至 平成25年８月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年９月１日 
 至 平成26年８月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益又は少数株主損益調

整前当期純損失（△） 
△62,961 261,096 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 6,125 5,428 

為替換算調整勘定 78,204 4,368 

その他の包括利益合計 84,330 9,797 

包括利益 21,369 270,894 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 △4,769 259,562 

少数株主に係る包括利益 26,139 11,332 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 平成24年９月１日 至 平成25年８月31日）

        (単位：千円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 835,598 908,160 587,562 △384 2,330,936 

当期変動額           

剰余金の配当     △8,584   △8,584 

当期純損失（△）     △89,100   △89,100 

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）           

当期変動額合計 － － △97,684 － △97,684 

当期末残高 835,598 908,160 489,877 △384 2,233,251 

 

           

  その他の包括利益累計額 

少数株主持分 純資産合計 
  

その他有価証券評価
差額金 

為替換算調整勘定 その他の包括利益累
計額合計 

当期首残高 △4,609 △158,233 △162,842 84,497 2,252,590 

当期変動額           

剰余金の配当         △8,584 

当期純損失（△）         △89,100 

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 

6,125 78,204 84,330 26,124 110,455 

当期変動額合計 6,125 78,204 84,330 26,124 12,770 

当期末残高 1,516 △80,028 △78,512 110,621 2,265,361 
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当連結会計年度（自 平成25年９月１日 至 平成26年８月31日）

        (単位：千円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 835,598 908,160 489,877 △384 2,233,251 

当期変動額           

剰余金の配当     △8,584   △8,584 

当期純利益     249,764   249,764 

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）           

当期変動額合計 － － 241,180 － 241,180 

当期末残高 835,598 908,160 731,058 △384 2,474,432 

 

           

  その他の包括利益累計額 

少数株主持分 純資産合計 
  

その他有価証券評価
差額金 為替換算調整勘定 

その他の包括利益累
計額合計 

当期首残高 1,516 △80,028 △78,512 110,621 2,265,361 

当期変動額           

剰余金の配当         △8,584 

当期純利益         249,764 

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 5,428 4,368 9,797 11,331 21,129 

当期変動額合計 5,428 4,368 9,797 11,331 262,309 

当期末残高 6,945 △75,659 △68,714 121,953 2,527,671 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成24年９月１日 
 至 平成25年８月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年９月１日 
 至 平成26年８月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純

損失（△） 
△130,669 395,032 

減価償却費 86,583 99,071 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △424 △1,332 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 1,415 

受取利息及び受取配当金 △1,626 △1,803 

支払利息 21,767 24,527 

為替差損益（△は益） △27,912 △30,335 

固定資産除却損 840 2,425 

有形固定資産売却損益（△は益） △107 498 

資産除去債務戻入益 － △4,846 

売上債権の増減額（△は増加） 69,605 △72,094 

たな卸資産の増減額（△は増加） 134,189 △361,908 

その他の資産の増減額（△は増加） 26,273 18,212 

仕入債務の増減額（△は減少） △49,857 41,158 

その他の負債の増減額（△は減少） △63,243 124,469 

未払消費税等の増減額（△は減少） △17,650 △56,394 

小計 47,768 178,096 

利息及び配当金の受取額 1,523 1,558 

利息の支払額 △22,182 △23,882 

法人税等の支払額 △33,790 △23,822 

法人税等の還付額 6,739 11,971 

営業活動によるキャッシュ・フロー 59 143,920 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の純増減額（△は増加） △4,000 20,400 

有形固定資産の取得による支出 △55,652 △776,649 

有形固定資産の売却による収入 758 180 

無形固定資産の取得による支出 △5,762 △18,111 

その他 △443 2,161 

投資活動によるキャッシュ・フロー △65,099 △772,018 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 430,000 150,000 

長期借入れによる収入 230,000 1,670,000 

長期借入金の返済による支出 △543,405 △616,462 

社債の発行による収入 48,669 － 

リース債務の返済による支出 △2,397 △1,712 

配当金の支払額 △8,616 △8,610 

財務活動によるキャッシュ・フロー 154,250 1,193,215 

現金及び現金同等物に係る換算差額 75,660 25,037 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 164,869 590,153 

現金及び現金同等物の期首残高 645,593 810,463 

現金及び現金同等物の期末残高 810,463 1,400,616 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となってい

るものであります。

 当社グループは、製品の販売、生産体制やサービスの類似性に基づき、事業の種類別に区分した単位に

より事業活動を展開しております。

 したがって、当社グループは事業の種類別に基づき、「半導体・液晶関連事業」及び「研究機関・大学

関連事業」の２つを報告セグメントとしております。

セグメントの名称 主要製品

半導体・液晶関連事業 高周波電源、マッチングユニット

研究機関・大学関連事業 直流電源

 

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事

項」における記載と概ね同一であります。

 報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

 セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。

 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自 平成24年９月１日 至 平成25年８月31日）

        単位：千円 

 
半導体・液晶
関連事業 

研究機関・大
学関連事業 

合計 
調整額 

（注１） 

連結財務諸表 
計上額 

（注２） 

売上高          

外部顧客への売上高 2,189,676 1,552,295 3,741,972 － 3,741,972 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

33,540 8,610 42,150 △42,150 － 

計 2,223,217 1,560,906 3,784,123 △42,150 3,741,972 

セグメント利益又は損
失（△） 

△246,396 81,918 △164,478 5,261 △159,216 

セグメント資産 3,330,935 1,332,510 4,663,445 △275,242 4,388,202 

その他の項目          

減価償却費 54,886 32,216 87,102 △518 86,583 

支払利息 9,496 12,271 21,767 － 21,767 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額5,261千円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、連結損益計算書の営業損失（△）と調整を行っております。

３．セグメント負債については、経営資源の配分の決定及び業績を評価するための検討対象となっていな

いため記載しておりません。
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当連結会計年度（自 平成25年９月１日 至 平成26年８月31日）

        単位：千円 

 
半導体・液晶
関連事業 

研究機関・大
学関連事業 

合計 
調整額 

（注１） 

連結財務諸表 
計上額 

（注２） 

売上高          

外部顧客への売上高 3,638,879 1,708,540 5,347,419 － 5,347,419 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

53,755 67,868 121,623 △121,623 － 

計 3,692,634 1,776,408 5,469,043 △121,623 5,347,419 

セグメント利益 293,369 60,767 354,136 1,484 355,621 

セグメント資産 4,359,359 2,053,542 6,412,901 △280,423 6,132,478 

その他の項目          

減価償却費 58,172 42,538 100,710 △1,638 99,071 

支払利息 10,528 13,998 24,527 － 24,527 

（注）１．セグメント利益の調整額1,484千円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３．セグメント負債については、経営資源の配分の決定及び業績を評価するための検討対象となっていな

いため記載しておりません。
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【関連情報】

前連結会計年度（自 平成24年９月１日  至 平成25年８月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

単位：千円

  半導体・液晶関連事業 研究機関・大学関連事業 合計

外部顧客への売上高 2,189,676 1,552,295 3,741,972

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

単位：千円

日本 米国
アジア地域

（日本を除く）
欧州 合計

2,815,220 301,454 549,287 76,009 3,741,972

（注）売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

 

(2）有形固定資産

 本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、

記載を省略しております。

 

３．主要な顧客ごとの情報

単位：千円

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

株式会社日立ハイテクノロジーズ 675,788
半導体・液晶関連事業

研究機関・大学関連事業

Advanced Semicon Engineering Ltd. 408,285 半導体・液晶関連事業
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当連結会計年度（自 平成25年９月１日  至 平成26年８月31日） 

１．製品及びサービスごとの情報

単位：千円

  半導体・液晶関連事業 研究機関・大学関連事業 合計

外部顧客への売上高 3,638,879 1,708,540 5,347,419

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

単位：千円

日本 米国
アジア地域

（日本を除く）
欧州 合計

3,922,429 509,496 819,651 95,842 5,347,419

（注）売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

 

(2）有形固定資産

 本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、

記載を省略しております。

 

３．主要な顧客ごとの情報

単位：千円

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

大学共同利用機関法人

高エネルギー加速器研究機構
687,866 研究機関・大学関連事業
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自 平成24年９月１日 至 平成25年８月31日）

該当事項はありません。

 

当連結会計年度（自 平成25年９月１日 至 平成26年８月31日）

該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自 平成24年９月１日 至 平成25年８月31日）

該当事項はありません。

 

当連結会計年度（自 平成25年９月１日 至 平成26年８月31日）

該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度（自 平成24年９月１日 至 平成25年８月31日）

該当事項はありません。

 

当連結会計年度（自 平成25年９月１日 至 平成26年８月31日）

該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

項目
前連結会計年度

（自 平成24年９月１日
至 平成25年８月31日）

当連結会計年度
（自 平成25年９月１日
至 平成26年８月31日）

１株当たり純資産額 2,510円18銭 2,802円56銭

１株当たり当期純利益金額又は１株当た

り当期純損失金額（△）
△103円80銭 290円97銭

（注）１．当社は、平成25年12月１日付で普通株式１株につき100株の株式分割を行っております。前連結会計年度の期

首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり純資産額、１株当たり当期純利益金額又は１株当たり当期純

損失金額を算定しております。

２．前連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、１株当たり当期純損失金額であり、

また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。当連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益

金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３．１株当たり当期純利益金額又は１株当たり当期純損失金額（△）の算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。

 
前連結会計年度

（自 平成24年９月１日
至 平成25年８月31日）

当連結会計年度
（自 平成25年９月１日
至 平成26年８月31日）

当期純利益金額又は当期純損失金額（△）

（千円）
△89,100 249,764

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る当期純利益金額又は当期純

損失金額（△）（千円）
△89,100 249,764

期中平均株式数（株） 858,400 858,400

（注）当社は、平成25年12月１日付で普通株式１株につき100株の株式分割を行っております。そのため上記普通株式の

期中平均株式数につきましては、当該株式分割が前連結会計年度の期首に行われたと仮定してそれぞれ算定してお

ります。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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